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玉穂町は甲府盆地のほぼ中央に位置し、町名の由来が稲のたわわな実り嘘解無弦るように、豊かな農業地域として栄

えで主いりまし亀 歴史的に見ヽ 、下河東の永源寺や下三条婉 のような、古代に由衆 発つとゼヤる寺院が存在し

、古よ吹V漑∽斗功にゝ恵嵐れた土兇にあったかがう力功ミえます。

勤 党濃諜剪朔でありま

"榔
町1こ螂 市化の波は訪れ、現在、「みどり、甚 めき、ノ帝 り・交流タウン=軸 を離来像

に掲げ様々な事業が推進されQⅢます。その中の一つに医大南部土地区画整理事業があり、この事業に伴い埋蔵文化

財の有無、包蔵地の範囲把握のわ の試掘中 ミ平成即朝姦kり雛 れまし亀

劉 ||と笛兜 ||の剤 ナllイこ鞍まれた本町は、長い間遺跡は存在レといとされで勲 りヽ剖防コミ、平麟 度の町内遺跡

分布調査イ司にりその存在力湘舗港れ、さらに上記の試掘・確認調査イ劇にり古代の水田跡や中世か蜘 、醐 ち

近代の堰跡等が発見さ

'転

町1軸 歴史力功日え吸″賀セとなりまし亀 本書は、その水田跡の調査成課を報告するもの

でぁ映劇功ミ、古代》ラ誨 想像じQヽえ節つた時代は、本町の歴史姫 Z毘般)<轟団迷せ鞠 果でし亀

地中力ちの紬 歴史の出現は、町民のみなげ 同様な立地イ競 劉 II扇状地扇端地域の人々にとメお非常に意

味深Vもの1ヴ薄)たと思われま先 p成果が家 の方々の調査研究の‐助沙囲んぼ幸いですD

最後L/Fり剖シ働ミ、発掘嗣麿の動

"崎
瞳 粥 E策脚 欝 御 肋 を賜りまし曹創霜割〕準 く御 陣 此

「対 。

平成憾転朔

玉穂町教育委員会

教育長 松村央男
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2.調査は、欧 F菊剖
`」

田也区駆曜勘哩時聘籠に伴い、工郵部町勒寄裏委員会静ミ鉄朗ユノ亀

3.調査期間は、平成147E2日 力ち同年1り]11日まで転

4.本書は、今村直樹(玉穂町教育委員会)力攣 輪議箋行なつた
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7.調査区内コ/夢棘 については、内山高氏に協力を賜づ亀
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凡例

1.町内遺跡分布図及び調査区位置図は玉穂町管内図(1/1α⑩ 糊 し亀

2.遺構の縮尺は次のとおり蝋 、

全体図 1/250、 断面図 1/40

3.土層断面図・遺構断面図におけ荘駒陸表示は標高を卜九
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第1章 調査のす圏穀剃要

第1節 発掘調査イ嘔藍経緯

玉穂HTlま、釜烈JIIと笛兜 ||とい力大河ナ||の氾濫原、釜架∪I厩猷灘の扉瞬緒卜に位置するという立兇

"ち
、これまC薗跡の

存在ごき とヽされてきた地域の一つ饂 、実際、昭和57年(1982)に文化庁よ明暫子され郎 全国遺跡地図―山梨県一僚

は、町内に理蔵文化財包蔵地は設益 れておらず、その後の山梨県教育委員会の調査I司にり中世城館跡が3箇所、その

存在雛 胸 み彿 た(山梨県教育委員会 1986『山梨県の中期 。

助 しヽ、平燐 度に行われた町教育委員会イ破 る町内遺跡分布調査の結果、上記の3箇所I勤日え、鰤 の埋蔵文

化財包蔵地お新たに設漆 れ、珈 まで町内t動 ミないとされて説 のは、存在しQヽな力つたのではなく、講 れて

くヾ熱 bただイカ だかしことが明め州れ 亀

さらに、平成12年には、新山蜘 建設に的 発掘調査が県埋蔵文化財センターイ司にり極楽寺地内において実施さ

れ、その結果、脱 中心け る設 、平安時代末か中 遺物が検出され亀 玉穂町初の発掘調店であり、ヨ彰

I劇三り町内I載勤榜第始:じQ准 とが寿訟凱露通ととなった

このような中、玉穂町では、平成留転朔に、医大南部土地区画整理事業が立ち上げ靭依 それに陣 ―
化財の試掘

・確認調査が平成13年12月 力ち雛 れ亀 調査は平成15年度茸寄鴎蒸帥躇予定だが、平成13年度の調査イ司にり、下河

東字上窪地内1弟い翌剛吸 再 旬近前ち1,3mt動く田畦畔が広範囲I司衣力ちれ ること力離 れ亀 出働 イゼ強く、

時期の確定は困勝 たが、畦畔中心部より採取し彦栂キをlC年代測定t馘切た結果、印野己後つ ち創蛛己前半かヽ

う予期せぬ古い時代が示され亀 助 しヽ、分析資料が1点のみであつな■、畦畔の間隔が1肺以上勒 しい傾向にあ

るこ渤ち、端 果をそのまま水田跡の年代とするにイ麟 るをえなかった

試掘調査結雅 もとに、町教育委員会と町都市環境課区画整理室で、発見計ヴと野難虻イ門 の取扱いについて協議を

した結果、埋蔵文化財に関する資併の皆無な本町にあ て、埋蔵文化鰯却町民に周知譴 ための資利を得る重要陛、ま

た、水田跡の広がる範囲は開発が予定さオ拓 呻 あり、今後の区画整理事業、その他町内の各種開発イ熟 ―ズに

対応するためにもデータの蓄積は必要C破覚ヤラ2つ軸 点から、本調査を実施す
～

との結論に至っ亀 調査は、今後

、周辺I乳試掘調査を実施する予定であ ことから、水田跡の形態触 洋1断苺 る範囲に限れ て、町主導I司にり実施

することとし亀

【珂 ヒ員オ,R南肇治晏醇 く鴇繕 】

。平成145E28日   埋蔵文化財発掘調査の通知(文化財保護法第57条の9
・コ或1卿 5日

正駒或1どギ7月 3日

周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について慢瑚

― T脇 鵬 鵬 ibV遺 イ跛際隷 線 のか

額  発掘調査の概要

発掘調査は、区画整理地内で最初の開発が見込鯵 ―ノペ~街区の中心で平成147月 2日 より実施じ亀 1887だを

韓 ヒ 蒙甥朝踏力行わ ことがて港たのは、物 だであ乱

調査範囲は、これまでの試掘調査結果から、激しい湧水が予想されたため、調査区壁面に緩い傾斜をつけ、そ
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の内側I朝跡韓姥廻忙 、」隊 暫稔 Vつつ、動 イ破 嵯 捕 戯 薫 滅 士勒 唱 糾 法 し亀 鶴 、劫 Iなり残り

嚇 呟 水田面を検出し亀

水田は、部分的なものも含め、計12枚絡 し亀 水田面を検出する際には、当時の足助をミ るだけ残しつつ、調査を

進め、地震に貶鯉割淀 ともに[郵ヒし亀

難 、地震の影響I翻る水田面の起伏を胆屋するため、肺 ンタを作成し,電 作成に際しては、内山高氏に協力を腸

亀

埋め戻し前に下層の遺構確認調査及伏 水田面に残された地震痕跡の説査暫コ知 、ヽ平成14年1り]11日 益 ち調麿を

終了し亀

緬  帥

調査主体   玉穂町教育委員会

調査担当者  今村直樹(玉穂町教育委員釣

調査参加者  石田俊子、伊藤爾生、井上承子、大木妙子、河西圭子、斎藤佳子、田島順子、

土屋清美、土屋裕義、槌屋瑠美子、依田和美、米山静江、三卦捌聾 、
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薙 章 遺跡の地理的歴史的環境

第1節 的

山梨県の地形は、周囲を富士山、人ヶ岳、南ア′嚇 、秩父山地はどの高山に囲讃は 中心部に甲府嬢 》う

膀 なじQウ仇さらに、盆地の中を劉嘲 ll、 笛内 ||の二大河ナI榜湘 、盆地南端の1初 ll大門付近軌 富〕 ‖とな

って駿耐珈こそそい§ るbtコらの大河川は様々な枝沢コ団閉犬イ帷 し、狭長な平地彰 成し
‐Qるが、合流地は

り上流では、甲府途地を形成する一大副膊切究捻じ3塩
玉脚りま、山梨県のほぼ中央、甲府盆地、剣 |1扇状地の扇鵜鞘載 置しており、剣 ||ばかりヾ ミ笛月 |1範翻 IIな

どの河ナIⅣ巳濫の影響を受I妙 あ乱 町内の地形は、とう螂 )IIの営カイ司にり形成されたものであり、地層の多くは

河床堆積物に相当する沖積層の砂、砂礫、多少の粘上で主に構成さmヽ s地表面の標高IM6m―解血で南方に向

I       つ
ψQるが、ほぼ平坦な地形であ乱

上窪遺跡は、町中央やや北、身廻線小井サI師より北東へ約1.31m、 山梨大学医学部の東約150mに位置す乱 遺跡は東

西を微高地に麟 現在の今川 (山側 十1)イ破 って開析された標高252mの低地に立地呟 かつては、「泥つ田んイ苅と呼

ば

'は

葦の協 湿地帯であ たとしラ。現在は、河 ll整備等にkり乾田イ恥進み、水田地帯となっ
ψQ塩

鰤 融 蝦

玉穂町の面跡は河川の形成した自然堤防や氾濫原の微高地上にその半数以上が立地じQマ銘ただ、平成15年1月 現

在、調査報告罰 ∀J行さ,転 遺跡の内容が明ら州心 <升 るものイまなヤ上め、試掘調査I司にり伽 たデツ
`争

饗)とに

歴史的環境を述べたしL

遺跡分布献楚X潮覇搭れた最も古い遺跡は弥生時代の三宮司遺跡御α161、 ついで古墳時代の土師器が採集された竹

之花遺跡lNOblがあり弥生・古墳各時代1遺跡づつが包蔵地に指定剖″Qる。三宮司遺跡は、平成13年に県埋蔵文化

財センターt司にり新山梨環状道路建設に伴折朝開躍勤淮ぬわれ危局薗鞠癬 ヾ蕊 b亀 竹之花遺跡についヽ 、

包蔵地内の下水道工事立会いが町教育委員会I敬っつ 回実施され3るが近世の土器片が採撤占れたのみで古墳時

代に関す0副鞠癬 れ3h/FV、 ただ、笛刀 IIを挟んで南イ勒勒泌曽根丘陵上には、銚子塚結墳甦始めと呟 古墳時

代の遺跡力M類分布しており、直線踊離にしで螢詑離れていない本町にも古周寺代の遺構が存在じQる可能性は十分

10ウαⅢ えヽれ

平安時代イビ為 と遺跡数は噌加し釧動漉繊咳るようイ」る s天神木遺跡餌α10は、医大南部土地区画整理事業範囲内

で務 ため遺跡の範囲確認の試掘調査が実施§庁Q塩 その結果、1卸野謗翰ち17世紀初頭イ働切てつ頑戸美濃や志

野織部の椀としめた、遺物裕 んだ翻本ん湘覇盤瓶 遺跡の範鴎 南、太虫広がった 二宮司遺跡価10は上記のとお

り遺構イ総 れ3ヽなヤち

珈 兼 古代に関する割鞠嫌 おげ 今ヽ回報告する上窪遺跡の水田跡が初見蝋 、ただ、永源寺(醐
、歓盛院(下鞠 には平安期の作で筋 木造聖観音菩薩立像(永源寺)、 木造薬師如来坐像(歓盛院)があり、鰤

HTDち田富町I馘引りての地域には古代の区          の総 離 れ3る鱒 ・谷岡武雄 1951

「甲斐条里の諸躙  『地理学評論脚 。上窪遺跡の周囲は1露7年撮影の航空写真を脇 と、はっきりと捺埋丑永田の広

が嵯難認すa■が笙 、現偶 その面影惨 し3る。『中右剥際延三年(11371の条には、本町東部眺 含誨れ
‐
9ヽ

たとされる鎌田荘の記事が、元永二年(11191の条では本町西端が含まれ3滅ュとされる市施荘の記事が見頓転他イヽ 浅
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第1図 玉穂町内遺跡分布図 (S=1/25,000)
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薙 図 調査園ヒ置図 (1/1α 0001

利荘、小井桐荘などが町内まで広がっでッヽたこと力鴻読整れ3る C玉穂町乱Ⅷ199り。平安時代末には本町を舗ムンだ甲府

盆地中央I発すでに開発の手が延びていたkうであり、上窪遺跡の水田跡はヨ化穆剥守ける一証拠となっ亀 本囃 古

代文化の要素は、確実にれ てしるといえる。

中柳 ち近世になると遺跡数イ猷 躍的に増加する。玉穂町内には、計つ箇所の包蔵地が指定されているが、実に9割以

上の38箇所が中世から近世イ馘 Wすての遺物を出土じQる。その内、5箇所が区画整理事業範囲内に含激拓ため1空格・

範囲確認のための試掘調査が実施されている。平田宮遺跡 lN019)、 川久保遺跡 lN022)、 青六遺跡飩 30)では試掘調査

によっ乱 遺構は確認されていないが、天神木遺跡からは先述のとおり溝跡が検出されており、人反田遺跡傲虚)では近

世から近代に力Чすての堰跡雌 れている。本報告書の上窪遺跡 lN020もその一つで当初中世から近世の散布地とさ

れ即了ヽ亀

遺跡の増加と同様、15世紀拠 ぎる� の村I軒目当するJを名や、寺社名、治水、水害記事等が資料上で多く確認ミ

るよう1豆全り、盛んな生活が資料からも伺うことが地 も実際の動 天神木遺跡仙α18)からは確認されており、文献と

考古資料イ司にり中。近世の歴史は雑 れつつある。

また、慶長検地の結果の石高を示した「慶長石高帳」力ちは副肇郡中郡筋の石高が群租匁 てヽ焙 く、中世から近世イ馘ヽ

けての玉穂町が肥沃な土地に立地していた とがわ力嬌。このような米の一大生産地であったという史実からは、その生産

者集落の存在も容易に想像盛 、包蔵地の増加がこの時期にみ研啜
'こ

とも期 魯驚よう。

このように、試掘調査。本調査・工事立会い等イこより遺跡の存在が明確な形饂 され始めてい金 本町は、洪水砂層が

厚くl倒費する特長をもつ地形や、町域の大半が水田化してしるため、難 、客上が広い範囲でみ聴 ため遺物の表面採

取が困鋒であ乱 たとえ遺物が表面採取されたとし乱 地下の遺構と結びわぐ哺旨l■は高いとイれ 呟なヤち実際、地表面で
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遺物が採取され3ヽる範囲で地下に遺構が存在」ぶ 逍媚醐略三宮司遺跡、平田宮遺跡、川久保遺跡、青六遺跡の4箇

所力潮覇搭礫 為 sとはいえ、上窪遺跡のように遺物の採取罰修Q捻ヤリÅ範囲に遺構が広がっれ るヽという事難 あ乱

本町での遺跡の存在は確実といえるが、その把握は非常に困難であ乙

引用・参考文献

保坂康夫・森原明廣他

田中収・保坂康夫・森原明廣他

爛長大

1995 町内遺跡詳細分布調査報告書 玉穂町教育委員会

1"7 玉穂町誌                   玉穂町

1981 玉穂町公共下水道管渠実施設計にイ約地質調査報告書 玉穂町

第3章.層位

上窪遺跡は、砂層を主体とし、部分部分1こシル日詈穂 挟羽冒位を基本≧じQる。現在の水田耕作土下かリリリ詈が始

まり第1面の水田跡が鍬 %ま齢 勺lmは、熱 盾がカレ日吾の他は砂層洲享く堆積じQヽ金 第〕冒には、大小様々な流木が

含まれており、渕 範ヾ 因した層ということがわか乙

第蝿 以下では、ほぼすべての層かり曹物遺休が検出されており、水田を臨成する砂質シル日冒にも量の多寡はあるが含

激化ている。砂層中に含計 蕗植物遺体は、流されてきたものも多いと考えらオ露 が、シルト層中に含激している植物遺体

は、明らかに直立しQヽるものもあり、シル日詈が地表面の時期、ある▼Wまその上に決水砂がある穐質堆積した後、それらが

自生していたことが推測ぐ る。植物遺体同定の結果から、その値物はヨシであり当時の上窪遺跡周辺は湿地のような状

況が展開してく逮 とが考え拗砲

豹 層が今回の調査対象となつた水田跡 (第暉∋であり、放射蜘 」定でイ巡 .R%0± 30という値が示され亀

第13層に関しては、厚く1層としたが、薄い黒色シル陀砂層が引確に分層は盛 ない状態で互層に難攀しており、安註

た時間は短く洪水が頻繁に起こってヤ荒ようであaその羽冒の黒御再食土(第lJ署)は、植物遺体初 遺りの割合で含ん

でャヽ亀 1妃q式測定の結果は、B.R970± 30であり、剣 署との間イ軒釘80cmの厚さの堆積がわ たわりには、剣 冒との時間

差は少な力めたようである。第13層の不安定な唯積状況と一致する。この第例詈は、区画整理事業範囲内の試掘調査で、

広く分布し
~Qヽ

ることがわんbており、一つの標準となる層と考えら脇 。

第19冒は、3枚 目の水田跡であるが、上膨 枚の水田跡とは掏戎するシル贖 土壌が明ら力ヽ こ雖 て(北色調が茶褐

色ということもあるが、より上期 遺体も非常に多く含んでい乙 あまりの値物遺体の多さI朝く田であることイ嚇是いをもつ

たが、明確な畦畔が芥 確認できたので第3面の水田跡とし亀 また、花粉分析及び植物珪酸体分析の結果もイネ由来の

資料が顕著でわ 亀

確認できた最確 は、砂層であっ亀 上窪遺跡か五薦西に数百鮒 虔)と地表下lm前後で径が3銅以上の礫を主体と

する厚ヤリ椴J冒が勢 %のに対し、当調査区では、その砂礫層が翫I破ぶ掘削からも検出でき働 いた また、上窪遺跡

に隣揆する山梨医科大学(現山梨大学医学部)のボージ幻 査データ(山梨県建築士会 1985『山梨の地盤調査図りに

よると、7箇所の調査地点のうち最も

'知

ッM眩置で確認された砂椴婿は、現地表下6.硫でわ たという。このように上窪遺跡の

下電イ剖也地域より砂礫層が深くなっれ るヽことが予想さ脇 。
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252000

下層調査7tr

上郊 土層

1 水田耕作土

2 灰褐色細砂

3 茶褐色粗砂

4 暗青灰色細砂

5 灰褐色粗砂

6 青灰色中砂

7 暗灰色シル ト

8 暗青灰色細砂

10 褐色砂質シルト

11 灰色細砂

斑状に鉄分多く含む。

酸化著しい。

シルトを薄く含む。

酸化著しい。植物遺体 ,流木含む。

植物遺体含む。

植物遺体含む。

9層に灰色細砂を多く含む。

植物遺体含む。

9 暗灰掲色砂質シルト  植物遺体含む。水田 (第 1面)。

第3図 基本土層図 (S=1/40)

12 暗灰褐色砂質シルト 植物遺体含む。水田 (第 2面)。

13 黒色シルトと砂層の互層

14 黒色腐食土 植物遺体を多く含むe

15 暗灰色中砂 植物遺体含む。

16 茶褐色砂質シルト 植物遺体多く含む。水田 (第 3面 )

17 暗灰色中砂

※ ●=14C年代測定資料採取
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舞 。発見され齢

第1節 水田跡御 、第5図、表1)

調査区全体か殊 田跡力湘覇搭れ亀 洪水イ強 る砂に覆われ3るが、畦畔が壊された等の痕跡は根 、逆イ主の決水

イなつて、水田は良好な状態で保存されてい亀 カロえて、洪水砂イ司にり当時の人々の足動略目に見勅 ではつき呪城さ

れ3北
検出された水田跡は、部分的なものも含めて計12枚、長方形を呈したものが軸叡よば方位にあわせて並ん§ る。長軸

を東西にもつものが主体を占めれ るが、調査区中央の水田⑦は、翻 いこ長軸をもつており、辻 、水田②恒お南ヨいこ長

¬敵と||って�弦室こと力学予塗鼻さ猛

第4図 全体図1(S=1/250)
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畦畔は、幅約鴫-91Lm、 高さイ浦託も残りのよヤ部分齢 9愛�を測為 水田①相④と水田(所電透殴競「る噛畔イ帥ロカ洋9

90mL、 他の畦畔と比較じC膳の建 さ益 っており、大畦畔と呼んヽ 差峡 意ヽもの饂 、

辻 、この大噛畔郡斜 たヽ畦畔で水口が寵初昭覇搭れ亀 水ロイ&kり標高の高い水田か凱氏ヤ泳 田イこ水が,|かれ3ヽ

たわIだが、低い水田側の水口付近は水田面力照 えぐれており、水の流恥 乱 水田③漂要ユ珀ぐ水口下の

窪みには板材と礫われる」り

"導
歌党bれ たヽ この水日の水量調節に使われ3ヽたものが、洪水イ司にり雄 れ

たのだなぬ

調査区内水田跡の高低差は1働ち南へ、西か助�剤煮なつており、全体的には南東方向へ段々馴氣わ 急る。現

膝 おおよ後 のとおりであり、剣 |1扇状地扇端部に立地する当地域の憔樽 ちの傾向か えヽ乱

各水田の規模は、水田①は、縦 れた面積が渤 造ため不明。水田②は、短辺が蛹咀長辺は不明。水田③は、短

辺が7.術＼長辺は不明で励働ミ、②と時に長軸應南北方向Iヽつた例とす辞われ乱水田④は、短辺不明、長辺17dス 比水

田⑤は、短辺力諺.5mm、 5。噸 、長辺lα飩を測る¬飼杉】虎水田⑥は、西側の噛畔洲ル栂割B難帥るが、この都知ま本

発掘調査前の試掘調査で畦畔の存働 湘覇迷れており、それ拷 え韓 と、短辺力泊.仏 長辺13.飾を測る、南西隅が

働 竜酬を描く不正扇形。水田⑦は、短辺5。駄 長辺16.術と測振 軸彦南耳Bミもつ長方形。北辺の畦畔Iヨコ種邸帯に

対になるよう稜 Iヽさな掘り込みが施されてい亀 用途は不明だが人為的なものであり、その周囲からのみ、長さ10cm内外の

河原石が娩く、畦畔や水田面に食い込んだ形で出土し,tiととの関係が想像され乙水田③は、短辺9。 3m、 長辺13.似

上を測り、中央南西より1こは地震に起因すると思われ併ウン献 の盛り上がりん湘覇搭れ亀 水田⑨は、短辺9.硫、長辺

1価以上を測乱 水田西より羽なりにイコ庸子状イ朝ジJり訓鰭↓れが南】防 向イ翻考Fして生じれ るだれは、水田⑫にも

続rており、さらに説査区外に延側 ると思わ湧 。辻 、調査区南壁の土層観燦から、このひび割れは水田助まりも新

uヽ時代のものか う`こと力況覇盛れれ て免水田⑩は、縦 オした面積がわずん学韮 め不明。水田①は、南辺が試掘調査

時に離 れており、今回の平面図に合成すると、短辺輸詑なり、長辺が1硫彦測る長方形の水田蝿 。水田⑤・⑦が小

ぶりな水田でわ たのに対し、この水田は規模が大設竜水田@るやはり確轟盛れた面積がわずん専燕 め規模は不明であ

るが、水田⑨との境の畦畔は上記の地割れ益 たらしU哲霊イエにり、嗣 いし緯きくず旗 東西では東側が降飽わ
‐
Qヽ乱

遺物は、1点の出土も見られず、水路や杭列等の諸施設も確認することはミ な力b亀

短辺 長辺 面積 形状

水田C
水田C 4.6「

水田C 7.4r

水田C 17m以上

水田C 2.5m、 5.Or 10.6� 39.8� 台形

水田C 8.7r (13.3m) (107.0ロド〕 不整扇形

水田C 5.5r 16.6m 91.3� 長方形

水田C 9,3「 13.3m以上 142浦以上 長方形

水田C 9.0「 14.4m以上 117浦以上 長方形

水田@
水田C (10.Om) 15.Om (150浦 ) 長方形

水田C
表1上窪遺跡水田規模一覧
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鰤 下層調査り語図、矧 図)

上窪遺跡では、精査した第1面の他に、さらに下層にもう1面、水田面が存在じ0ることカリ財鮮鋤硝Jの際に鱗 れて

電地 全面の掘り下げは時間的制継 わ たため行なわず、トレンチ調査tなって、その存在柵 することに主眼をおい

亀

トレ牙 は、計勢弔旋七亀 7trOみ重機I鼓り、他は人カイ可ミつて掘削を行わ た 0結 果、4・ 6■滋除い跡 のトレ

ンチか嚇紗面の水田跡を確認苺 、7trnからは、さらに下層I鬱部面目の水田跡移賄認し亀 第 面の水田跡の上位I益

シルト層は堆藉じていたが、畦畔を確認できたものについてのみ水田助も認識し,亀

1.2.3.6thで確認剖ヴ鬱鬱面の畦畔は、高綻 そ低いが第1面の畦畔ととよぼ同じkメ姉鋒勤ち発見さい る 。基本的に

第1面L2Hの間にイ娯 附�前後の細砂層が堆積じQる場合が家 、畦畔の位置が似通づQることと考え親拭望た、

第1面滋面の時間差は/Jさ(逹力弩業されれ

符では、第暉融 らヽ約1,3mTに第3面とす称 田面移確認し亀 この最下層の水田跡は畦畔の間隔洲摘勤ば、畦畔の幅

は第1面とほぼ同じ【鞭 �であ乱 この間隔の狭い噛畔イ渕床検出リコミ、6me間隔であり、第1面の畦畔配置とイ湧 たく

騒 3塩 脚 嚇 向イ薪 東に閲 9ヽ-力 洞 逸

細 下層調査トレンカ配置図lS-1/2501

①

一
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望 A lal

朋 m

第lt臨説明

1.暗灰褐色砂質シルト

2 暗灰褐色砂質シルト

a 灰色細砂

4 暗灰褐色砂質ウ〕レト

望 A′ (JLl

植物遺体含む。水日G当 面)。

1層に類似するが灰色細砂を多く含む。

植紘遺体多く含む。

植物遺体非常に多く含む。水田(第 2面 )。

第2tr上層説明

1 暗雌 帳 シルト

2 暗灰色シルト

a 灰色細砂

4 暗灰褐色砂質シルト

SI A′  lHLl

植物遺体含む。水田(第 1面 )。

中心に黒色シルトが薄く層状に含まれている。

醐 多く含む。

植物遺体非常に多く含む。水田彿 2面)。

霊 A価 )

磨1000

第3tr土層説朋

1 暗灰掲色砂質シルト

2 灰色細砂

a 暗灰褐色砂質シルト

望 A′  GD

植物遺体含む。水田(第 1面 )。

植物遺体多く含む。

植物遺体非常に多く含む。水田悌 2面)。

VA IHl

胚1000

第4tr土層説朋

1.暗灰褐色砂質シルト

2 暗灰揖色細砂

a 晴黄灰色シルト質細砂

4 灰色細砂

5 暗灰褐色砂質シルト

霊 A´  GD

植物遺体含む。水田G判 面)。

藩晰塙的にに醍鈴母色蜂田妙力u柱蒋亀

黄灰色シルトを含む。

醐 多く含む。

植物遺体非常に多く含む。水田僻 2両。

第5甘土層説明

1.暗灰色シルト質細砂

2 暗灰褐色砂資シルト

a 暗灰褐色砂資シルト

4 灰色細砂

i 暗灰掲色砂質シルト

a 茶褐色粗砂

勘齢釣。1隆亀)

1層に類似するが灰色細砂を多く含む。

醐 多く含む。

植物遺体非常に多く含む。水田悌 2面 )。

地震によるひび割れに落込んだ砂。

VA ⑪

暦1田

第6tr土層説朋

1,暗灰色シルト質細砂

2 暗灰褐色砂賞シルト

3 暗雌 砂賞シルト

4 灰色細砂

i 暗灰褐色砂質シルト

6 暗灰掲色細砂

l 暗灰色シルト

& 暗灰色細砂

霊 A夕 (JD

醐 前。1隆鳥)

1層に類似するが灰色細砂を多く含む。

出 多く含む。

植物遺体多く含む。水田(第 2面 )。

細膠い植物片多く含む。

黒色シルトを層状に含む。

O              tn

SD A ttD  ttA′

密1000

知 図 下層謗 レ矛 ELle説明僻1/401
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第譲�地震痕跡9諮図)

地震に長釧磐↓れは本遺跡の一つの特徴であ乱細か榔皓勤翔コれ蝉 じQるが 水ヽ田⑨・⑫内では幅Ю囲の

特I朝熱おの力湘覇盛れ3ヽ私 これらは、やや西1乾鳳豆父がら雁行状回 ラJし、その東西で最大10c�巨溜瑳を生じて

いれ水田③内のマウン巾 盛り上がりで幅広の地割れは消落働ミ、水田⑦との境の睦畔上で再びはつきりと卿 れ

が現れでい乱幅の広い地割れには、砂力濡様つており、当初、噴砂と考えたが、後の断ち割味脇釜イ翻ミつ鋤 の供給源

が下層に確認げ 、噴砂の可能性はは なつ亀 最終的には地震Iなつて生じた地割れに決水で運ばれて誰 砂が、入

り込ん益 のい 陀 山 ミ高いとい労蒜倫イ至 っ亀

細かな地割れについては、できる限り詳細に図化を試みたが、乾燥によるものも含まれてしまつていると思わ脇 。内

山高氏(山梨県環境科学研究所)によると、地割れとコンタからは一部矛盾する部分もあるが、地形の変拠点、へこみの

周辺に亀裂が集中していることがわかり、これからも亀裂は不等沈下によるもの蝶 れ、原因は地震等いろいろ考え

ら,舷3との指摘を頂い亀

250501

第図 J鶏動向跡及び→夕図僻1/250J

125050

―
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第5章 調査の成果と課題

今回検出さ腕 田跡は、1妃年代測定に動平安時代中頃lB.円開±301か し年代が提示され亀 さらに下層の納

田面に関しては、B,P1210±罰まで遡り奈良時代の期熙翔 田跡さ うことが明助うヽとい 女亀ただ、遺物の出上が皆無

でわ ため 、今後の周辺調査Iなって遺物が発見妙 、上記の争N魏ま修正を迫鴨 可能Llま否め/FV、

大師東丹保遺跡 I区調査報告書の中で新津健氏が鎌倉期の水田規模はおおよそ10～別mの範囲イフ罐通珈

3るように、水田の規模はあ祠剣史時代を反映す細 向が筋 。上窪遺跡ではカ ト雰翌顕イ宅かけることがミ 、大型のも

のは今回の調査結果だイすで全体を際 Э列イ双勲つたが、本調査前の試掘調査の結果名助案するL/k田①が約150

ポを呈じQ塩 珂理略のは水田⑤が冊.8だ、水田⑦殉滑1,3n徴弦った

県内で奈良・平安時代の水田跡は宮芽爺劃れ号水田跡帥 れ 、働 ～4区下層水田lt4HTl、 油田遺跡Ⅲ

区第1面、中川田螂 田面、宮沢中勘 面(以上甲西HTl、 塩部遺跡、朝気遺跡、大坪遺跡水田状遺構(以上甲

前 の暁動は翠覇盛れれ る 142、 図91。 水田規模は3～320だと幅広いが、区画の規模を明確に認識笙 る水田が数

多く調整 れaお二本柳遺跡では、150だ前後の水田が多ヤ北油田遺跡で働 ることのミ るЫ磁、04は、50ポ前後

饂 、中川田遺跡でも離 いのものが16だ、他には1枚の面慕産完全に知ることのミ る例イ双勲bたが、50ポ以上を呈す

莉瑚Mく、その形態からも上窪遺跡の水田⑦に近い規模イとる ことが推測ミ 為 上窪遺跡の規働 判～1開ポと考洛

と、以上の遺跡で検出され3ヽる平安期の水田跡とよく似ており、1妃年代測定イな つ       湧 盾は生υ知ヽ

中近世の水田跡では30砺詫笑玖る例力彩宋見稲 。仲田遺跡 (人田村)324だ以上、向河原勘 区1・ 2面 (甲西「rrl

剛 だ以上、大申 1面 (甲西HTl約別 だ、東河原遺跡第Ⅲ面 (甲府市彬79∬以上、蜘 12区瞬 HTl

が
"5ポ

以土を呈し、上窪遺跡イBこの半分ほどの規模にとど邦三つQる。起伏のほとんどみ舗 まい当町において、水田規

模が地形に制陣されたとは考えにくく、上窪遺跡は上記の水田雌 りは規模の小さい類Iし曖3もの拷 えら仇

上窪遺跡の水田跡♂働少馳 く帰ると、長方形を基本形とし¬餅移・勘 が検出剖κ
‐Q×比区画の長辺が明確に

確認ミ たものは小型の水田⑤・⑦と水田Cのみで、大型の水田ではいずわも1硫以上ということl力立功めていなヤ屯水

田③・⑨・⑫に関しては試掘調査の結果からもう少顔 へ長辺が延鶴 ことが予測され、水田①の150だよリラ嘘:霊る可能

隅 あ乱 短辺に関してはほぼ4～1的以内に収まっており、水田規模・形態からは中川田遺跡第球 田面。二利鵬動椛～

4区下層水田1司巨おのと考え聴 。ただ、中川田勘 ちは1∞ピ鉤 水田は灘霧岱れておらず、lCXlポ以上

報 する上窪遺跡とは若帝様相が異な乙 二本柳遺跡に関しては最大のものが320ポとかなり大型になるが基本的に

は100-200ポであり上窪撻賜陀よく似3逸

ヨ廟フ遺跡は引 II田鋤 田面が平刻時代以iな 鞠 勘 -4区下層水田が平安γ鎌倉時代に属呟 時間的

に若千ずれでい乱 上記以外の奈良。平安時代の水田跡でm胤協超落 ものは宮沢中勘 面で馴だ以上の例があり

、その可能陛掛罰騨∝婚のみで、的 は水田1枚の規模は確認ミ なくともおそらく100だには議 ヤことが推測ミ

る平面形態鵡 、宮沢中村遺跡は平安γ鎌倉時代に属呟 先の二本柳遺跡と同時期鋤 より新しく位置づイナら

れ3准 渤ちも、100だ》う規模がおお詢W舞%りち中陣 目安と考え晰舷働おけ″知屯

以上のような県内発見の古代水田跡の様相からは、上窪遺跡の水田規模は1妃年代測定で宥られた平安時代中頃 (

B.円5Cl±301より、若干新しくなる可能脇 考え稲 。出土遺物のない上窪遺跡では、珈 まつ 周辺遺跡の調韓

参考に、        めて所属年稔を考オQく必要が筋 と&われ乱

� 、甲府盆地西部釜無川流域滞は古柳 ち中世初頭の安中 田が確認剖■
中Q×比近年の発掘調査例

力ちその上限はけ碑図こま§政卸哺離働淋輔益れ3るが(中山誠二他 2000『二本柳嵯醐覗、盆地中央部に位置す

る帥 やはりそれIれ巨 時ヽ期の1例とすa■が饉 、盆地輸 出され3お 古肺 ち中世初頭の水田跡

-15-



第9図 県内発見水田跡分布図(S=1/40,000)

は、翻 鰤馘浜コ働 疎ゝ W～ 1崚説 額 きを謗 3る のイ軌 、蝉 麹 亦の南耳帥 はイ副劫 位I幹測 ra塩 9oo

だに満にないわずかな調査面積か四地域の傾向を知在 とは即といが、今のところ償極的に南北軸の傾きを脂府すること

イまミ なヤ竜今後の調査I司にり、軸を方位方向にもつ水田跡の広がリカ湘覇盛れれば盆地中央域の1つの地域性ということ

がく驚るだう 。

勒 潮睦蕗れた とイ劇にり睡 見で研功るように、県内において水田跡の空白地勝 た盆地中央部に古代

力ち水田は存在じQ漿ことが明功 セなつ,電 中央部で水田助が発見された とは、盆地内どこにヽ 水田跡は存在する

可能性を考えなければな0さち水田跡の存在は地表面の遺物採取によ           ることイ郡報ノく、現在遺

跡の包蔵地とされていない範囲に拡 く分布じQることが予碧もれ乱今後、試掘癬 のデータを蓄積することイ強 つて

よ垢軒       いが1☆鋭毎勃泣るだわ 。

碁 爺 玉穂町教育委員会
新津健 他
中山誠二 他

『三Eイ建計町百詩き』
『沐韻雨房諭円→R達観亦I

『柳

Ｍ
Ｍ
卿

劇
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第2表 県内発見水田跡一覧

退跡名 所在 標高 時代 最大面積 最1ヽ面積

1 雪ノ前遺跡 韮崎市藤井町

h生前半 3～ 1l nf

L崎市遺跡調査会他 1992

平安後期 約20nf

大塚遺跡 中巨摩郡人阻村野牛島 355m 工戸後期 1区画東辺=16m、 2区 画西辺=157m J梨県埋蔵文化財センター調査報告書第 137集 1997

中田追跡 Ⅲ巨摩郡人田村野牛島 320m

“

世(16C) 324Hf以 」 78nf以 1 山梨県埋歳文化財センター調査報告書 第 187集 2001

4 け前東碇 跡 Ⅲ巨庫郡櫛形町十五所 約280m 体生後期後業以前 長辺3～ 7m、 短辺2m 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第90・ 103集

1994・ 1995

三本柳遺跡

“

巨摩郡若車町十日市場

平安 320‖

」梨県埋蔵文化財セカ ー調査報告書 第183集 2000窒町 140■ 6nf以 1

正戸 163v

二本柳遺跡 中巨庫部若車町加賀美 260m 駐口～江戸 約22Π 約12Sn 山梨県埋歳文化財センター調査報告書 第 72集  1992

7 句河原遺跡 中巨摩郡甲西町江原 260m
躯生後半 約23n 約6n

H梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第 129集 1997

丘世 5∞ Hf以1 約300n

8 由田遺跡 中巨摩郡甲西町田島 239m 平安 約50mf J梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第 130集  1997

9 1川 日遺跡 中巨庫郡 甲西町田島 256m

平安以前 51 nf以 1 約16n

J梨県埋蔵文化財センター調査報告書第77集 1993
平安

工戸以前 約42n 約30■

k師東丹保遺跡
I～ V区 1巨庫郡甲西町大師 245m

瞭倉 約264n 黎9164H
山梨県埋歳文化財センター調査報告書第 131～ 133集

1997

麻生後期後半 約18nt

雪沢中村遺跡

“

巨摩郡甲西町宮沢 244m 平安～鎌倉 84Rf以」 31請以上 」梨県埋蔵文化財センター調査報告書第181集

1 町屋口遺跡 著巨摩郡増穂町青柳 242m 幕末～明治 」梨県埋蔵文化財センター調査報告書第177集

1 醇田池追跡 中巨摩郡甲西町

1 東河原遺跡 甲府市池田 280m 近世以降 2'9nf以 」 25nf以 1 」梨県埋蔵文化財センター田査報告書 第 95集

1 富士見―丁目遺跡 甲府市富士見 275m 弥生末～吉墳初頭 約27m 約21n J梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第 167集  2000

1
堕部遺跡

(甲 府工業高校遺跡 )
〒府市塩部2丁 目 奈良・平安 1995年度上半期遺跡閥奎発表会要 旨 1995

1 虫部遺跡 コ府市塩部2丁 目 267m 平安 27nf以」 13nf以 1 」梨県埋蔵文化財センター調査報告書第123集 1996

1 溺気追跡 F府市朝気 258m 平安後期 畦時間隔115 胡気追跡 甲府市教育委員会 1980

1 =又追跡 F府市住吉四丁目 255m前後 与装初頭 1992年度下半期遺跡調査発表会要旨 1993

た坪追跡 〒府市桜井町 子安以降 3～6nfm後 大坪遺跡発掘閥査報告書皿 甲府市遺跡調査会他 1996

中尾条里遺跡 窯八代郡―宮町北都塚 324m ホ生後期 1992年度下半期遺跡嗣査発表会要旨 1993

肇洗沢遺跡 八ヽ代郡八代町南 約2'Om
係生後期 、近世 以
前

山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第 55集 1990

古婦毛遺跡 氣山梨郡勝沼町下石崎 375m 6世紀～近世以降 約29Sn 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第 142集  1997

平斐埋没祭里退格零

か 調査
東大代郡仰坂町・石和町 ,C末～7C 畦畔検世 甲斐埋没条里遺構等の調査 山梨県教育委員会 1973

上窪遺跡 中巨摩郡五穂町下河東 252m
平安後半 150■ 398n

上窪遺跡 玉穂町埋蔵文化財調査報告書 第1集 2003

蕪良末 畦畔間隔約6「
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第6章 上窪遺跡の自然科学分析

ノツノ・サー瑯 会社

イまじめに

上窪遺跡は、山梨県中巨摩郡玉穂町に所在し、剣 ll扇状地の末端部付近に位置じQヽ金 本遺跡の発掘調査の結

果、岬 水田助が3鵡 れ3る 。たれ 、翔 田力ちは遺物が出土しておらず、詳細な午僧魏ま不明であ

貌 なお、勘 前回

"は
、上窪画嬌瑚雨確こ帥 0第13トレ貌 翰 ち検出剖げ劃餅遺構内

力ち出上し醐 を対象に族対L炭素年代測断 い1剛±80BP階1431としう年代値濶辞
‐Q逸 したんちて、本遺

腕 ち検出された水田跡イロこの値Iれ巨音傘箔甦示却 があ乱

本報告では、珈 疎 出された3面の水田跡の年代観に関する情報籍 ため放射性炭素年代測定を実施す乱 また、

花粉分析・植物珪酸体分析・植物遺体同定を実施し、ヨ立永田跡の利用状況や遺跡周辺の古環境変遷、特に植生変遷

に関する資料を的唆す乱

1.試 料

勒 ちは、土壌および植物遺体試刑を採取じQる。上壌試料は、発掘調査区北陛の1～ 12層を対象に、隧 飾

連続で垂直方向に試料採取を行い、■e22点 伊調賂 :基本1～ 5・ 6上・6下・7～■・12上。12下。13～ 17・ 18上・18下。18)を

採取し亀 辻 、水田第1面の検出面を姑象に平面的に土壌19点 伏 田1～19)な さらに、水田刺閑卿貼点の下部に認め

抑 田第2面I印当す提 より上壌1点伏 田201抑 し亀 なお、水田第1面以下について|ま、水田面およ雌

を対象に、水田第1面は籍妃》 14層 (141e)・ 水田第3面蜘 )力ち各1′檬ずつ計疎 の土壊試料を採取し亀

一方、植物遺体は、水田第1面直 卜に認め珈 た鮨物遺体胸 サンカ/21および歿fヒ種子、10・ 11層の境イ鉢日当し水

田第2面畦翔 遺体陸 サンプル1)、 さらに、水田第2面より下位を調査した際に検出された値物遺体(下層調査

植物けンカXひ下層調査植物サンブ′レ② の働 沿弼されでし`乱

ヨ廟昴軒ヤ

"ち
、水田跡の年代観秒肉証するため、水田第輛印垂Lに認められ他碑笏自体働 渤 9211.3g、 141e(

141e)の土蕩謗ち抽出した植物助 。lg、 水田第3面壁建⑮)の拗 ち抽出した植物印 .3gO蘇鳶辟を対象醐 陛

炭素年代測翻 芍。難 、水田跡の利用状況や遺跡周辺の古植生変遷を檎証するため、3面の水田面か難 れた

土壌3点 (9層徹罐①)、 1鱗](基本18Tl、 1餅雷(上留⑤))、 さらに、水田第2・3面間に挟在する141e(14層 )の土壊1点を対

象に花粉分析・洵勤狂細丼将胡寂yう。なお、花粉分析は前述の土襲軒詑どおに、
'爛

照試料として水田第1面上位の

7層 C鉢12■lの上壌1点も対象とし亀 辻 、植物遺体同定については、上記した植物遺体試桂缶点を対象に実施する

。表BI… 覧を卜九

C:放 射性炭素年代測定  P:花 粉分析 PO:植物瑳酸体分析 灰 :灰傑分析

なお、“
Cは、いずれも植物遺体を測定

-18-
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2.結果

(1)放射蜘 !定

結果を熱に示す。測定の結果、水田第1面直上か軸 した檀勿自本tu950± 30BP、 141e中か蜘 した植物遺体は

躙 ±制服、水田第配働ち採取した植物遺体は1210± 罰叫を示し亀

なお、表中I孫眈 δ13CO回ま、加織 用い鋤 素中のlI濃度(13C/12Clを測れ 、標準試脚DB(白亜紀

のベレAル件類ガ レ0の測定値棚聾段tて、そ渤 ちのずれを計算呟 千分偏差

“

o:パー彰りで表し益 のであ乱今

回の騨い″ズロ判直は、この値に基づいて補正した年代であ乱

:1,950年を基点とした値 (BP)。
2)半減期 :LIBBYの 半減期5568年 を使用。
3)誤差 :標準偏差 (ONE SICMA)に 相当する年代。
4)δ いC:試料炭素の

13c/12c原
子比を加速器で測定し、標準にPDBを用いて同様に算出した値。

(21婉

結期 、図101孫す。花粉化石は、翻 ヽ 良好イ破 出されa木本花粉gま、ツガ属が多産

するが、141eで 1泌ギ属が多産す乱 また、上位に向力ヽ ブヽナ属・コ

"属
コ

"亜
属・コ

"属
アカガシ亜属が減少し、マ

ツ属複維管束亜属が増加傾向を示す。

草本花粉・シゲ類胞子の出現傾向は次の通り鵡 ミ水田第3面(勒 では、イネ科が最も高率

す乱 一方、141eでは、ィ第帥呻蛯凡癖琳北粉よりもジ鶏艶 子が多麟 乱 水田第2面建木 18Tl・ 水田第1面徹確④

)・水田第1面上位隊 12■lでは、カジ ツグサ科が最も高率に産出呟 ガマ属・ヨず 属など:勢わ。イネ科の出現詳は、

第141eと碗 て大き
'シ

財ヒイ編翻う報 まし、

標高 (m)
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図10 花粉化石群集 の層位分布
出現率 は、木本花粉 は木本花粉化石総 数、草本花粉・ シダ類胞子は総数 よ り不明花粉 を除 く数 を

基数 として百分率で算 出 した。 なお、●Oは 1%未満 を示す。

カヤツジグサ科」］‐」中‐‐‐一一‐‐‐‐‐―ｌｈＰＩ‐ｈド‐‐―」中
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種  類              7層

マキ属
モミ属
ツガ属
トウヒ属
マツ属単維管東亜属
マツ属複維管東亜属
マツ属 (不明)

コウヤマキ属
スギ属
イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科
ヤマモモ属
サフグル ミ属
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力′ミノキ属
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(31椎膨礎霞郊柁か肝

同定結期 、植勃畦鬱体冶量を表7、 植物畦睦体含量の層位的変化掴 11に示す。植物珪酸体含量は、14層で約14

万個/g澤謝鯵末、水田第1面俗斜Ж⊃)では約130001a/g、 水田第3面帥 )では約78001Mノイg、 水田第2面儀鬱卜18

Tlでは約蜘 /gで筋 。珈 ら試料か強 出さ仰 卿 態はいずれも良くなヤち以下に、各試料の産

脚 札

イネ族イネ属
キビ族チゴザサ属

タケ亜科
ヨシ属

クシクサ族コブナグサ属

タシクサ族ススキ属

イテゴツナギ亜科

不明キビ型

不明ヒゲシバ型

不明ダンチク型

イネ科葉身機動細胞珪酸体
イネ族イネ属
タク正科
ヨシ属

ウシクサ族
不明              36    2   28    9

合  計
イネ科秦部短rfH胞瑳酸体

２４

３
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図■ 植物珪酸体含量の層位分布
堆積物 lgあ た りに換算 した個数を示す。
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・水田第1面呻

検出さ中 の中では、機動細胞珪酸体の含量が多▼屯栽培植物のイネ局脚動綱脚理卿柳 ¥髄001a/盤

度検出さ協 。逮 、承 キ属を含むウ沙 サ族の機動細胞珪酸体やススキ属申 の産出が目立ち、テゴザサ

属郷 わずかに認め転

・水田第2面儀静卜18Tl

分析を行ちた試料の中で植い 汚おメぷとイネ属
～
タケ亜科の機動細聴醐酸体単 シ属の短細醐

などが紛 引こ認められa
。第1娼

検出さめ の中では、短細胞珪酸体的 済とも多し、当層か哄イネ属が検出剖舷3が、短細胞遂酸体の

含量が約螂 /g、 機動細胞産酸体の含勤 落9170個/里少細 屯また、ヨシ属静 ブナ舛 属の短細胞産酸体の産出

が目立ち、ヨン属
～
ウラ サ族の機動誅【随甦翅渤も家 、チゴザサ属や承 キ属、イチ妙 ナギ亜科などが認め聴 。

・水田第3面(蜘
イネ属の含量は、分析試料中儡 多い、特に、イ荊弓6剪毎嚇岬 の含量が約220014/gと多Vち また、タケ亜科

胸シ属朔 呻 産出が目立ち、コブナグサ属や承 キ属を含むウシクサ族な)潮乾あれ仇

141植物遺体同定

・種子同定

結果後麹に示す。水田第耳勤屹線珈さわけ紹腰 は、炭化して黒色を呈し、径拗w屋の妙 。頂部込

部に円形のTLDわり、そ渤 ち茎が伸∞ 玖ュと思わ湧 こ渤ち、種実でなく、茎の一部削 暁 脇 。表面には、複数の

鱗片葉が規則的イ朝ジJし、内部は空洞で旅 渤ち、地下茎の中軸に肉質輯 葉が多数密生す創瀧≧彿ギ属、ユジ

属などにみられる)とは区別さ脇 。したがつて、当試料は、地下茎が不定形I朝巴大した鬼茎で筋 と考え襲 。なお、塊

茎は、ウリ和の一部働ラスウリ、キカラスウリ)、 カリ グル ー部υキヤガラ、如 グワわや、ガ カ科の報 どにみ

転 並 、当試料は周辺土壌とともに採取しており、魏 土嬢の水洗後の鰯 ちは、カリ グサ科(⑤め の

果実が検出され亀 果実は茶褐色を呈し、長さ1,騎咀 幅mレ 翔 卵オたなす。頂部の柱頭部分がわ→州こ伸

伏 表面I田断縣田為網目模様がありざけ⊃く。

・灰像分析

単子葉植物と判断された植物遺体の灰像分析の結果、植物サンプ″③イ諄 キ属の霧 IBArllが認め稲 。植物サン

プル②跡 の短細胞列が認め槌 。一方、下層植物サンプル①I瀬シの地下茎、下層植物サガ 〕レ②イIEIシの項

帥 にそれぞれ類似しており、醐 ちは、ヨシ属の短細胞列が認められ乱

水田第 1面

塊茎 ?(1),カ ヤツジグサ科 果

下層調査植物サン
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3.考察

(1)封曇容摯πン辛イく鹿見

上窪遺跡で実施した狼紺L炭素年代測定の結果、水田第1面は950± 30BP、 141et却 70± 30BP、 水田第3面は1210±

30BPLい卯勢辞われ亀 分析対象とした試料は、遺情や蜂積物との共伴関係拷 慮して、水田検出面や堆積物中に舘

脇 現些膊物根を聴 植杉瞳勝を選択し亀 したがつて、水田機能時かるいは堆積物の年代に近い値を示し0おと考え

萌は 古代末～平安時代イ動引りての遺構および唯債物の可能陶 ミあ乱

なお、放射陛炭素年代は、測定法自体が持つ誤差や測定の前提条件であ 大気中の14Cの濃度が過去において一定

ヾ熱 めたこ!切ち、年輪慮)ち測定されたいわゆる暦年代とイま一致レ封、そのため、年輪年代イな る的 の年

輪の材について族対陛炭素年代測定を実施することイこにり、暦年代Lpl性炭素年代彦両軸とする補正曲線が作碗 て

ヤる徹�町 M.d五 1慈まD。

そこで、INAD8髄 ,M.d軋 19981に報告され3る 1(寿代―暦年機較正デツ を用いて本分析結果の較正暦

年代値を求めると、水田第1面は1磁卜1061calAD、 108併 1123calAD、 113辟H56calAD、 14層は1021 1040calAD、 111併

1■61AD、 1141-1151calAD、 水田第3面は77088blADという輛帥ミ得引%。 ヨ屹値イ韓れば、水田跡甲獨動症痒代は

いずれも補正鯉 り新しくなり、古代末、平安時代初頭～平安時代後

(21古環境狡選廷水田の利用状況

三 では、低地の土地利用、特に稲作につい剰時識野つため、低地の値生を反映する革
～
花紛3曹閉噛駿体の動 ち

検討暫芍。

水田第3面 (1℃層)の動 出現傾向は、総花粉・胞子数に報メ韓芥北紛の占める割合が高率であり、中ヽ イネ

科の多産が顕著であ乱 一方、植物珪酸体では、効 ネ属の植物珪酸体が検出されており、特に機動細胞珪酸体

ではイ綿 が騎鬱ス検出説 。羽 のサI轍ち、本層堆積時、調査地中 水田と♭輔J用剖庁Qヽた可能陣 ミあ

れ また、

"力
属・雄 ブカ属・導ウタイ属など、水生植物に由来するえ懺餌伊子が検出され3ヽ私 これらの種類

は、水湿拠などに生育す徽 あり、触 田雑車にもな呼誼筵渤ち、当時も水田内で分布じ瑠寵革類となつ
ψ
Qヽた可

能脇 あ乱 なお、水田第2面より下位の調査では、い 務師され、ヨげ琉ロシ属に同定剖貯Q逸 ヨ切房イ灘賊

的大型の水生値物であり、河道沿いやЛ川敷内などの湿潤な場所に生育することが多い種蝶で筋 。したがつて、これら

植物遺体は、調査地点周辺に生育し虫 みるいは、湖 l肥濫等イ群持)珂勘対貌助ち流入鞠瞬れた可能性があ乱

141eでは草本花粉の出現傾向および幽物珪酸体の産状が水田第3面とラ壕まく刻 け る。草本花粉は、イネ科の出現率

力澤彬く減少する。辻 、カリ グナ科の出現率力V稚 上回り、さらイヴ マ属も比較的家 検出さ協 。植物珪酸体の

産状は、堆積物聰あたりに          ミ極瑞I副曽カロヒ 特taDttI輩育す翻 Z準乾,ヨシ属・コブゾ サ

属が多産す乱 したがつく 調査地欄齢凰ま、ヨ切房や力やつグサ科力期 、ガマ属・コブナグサ属などが生育する安定

した虚地でわ たと考え転 この他に、翻 乱 多産す在 渤ち、郷 調査地煮付近に分布じ
‐0北可能陣 ミ

あ乱 なお、当層奄腐値濃菊償レ●るが、働 力鴻ル「′長X研妨港れた可能陛があ乱

辻 効ヽ ふ同牌刀聾卿根)検出さ

'舷

3が、鋤 イ柵 力湘端に顔少呟 や櫛朝鶴嚇岬 の検出個

発 水田第3面と LdEじψ 携 。魏 のこゼ切ち、141eで認め現呟イ綿 伯物的明本イ羽 辺か靱 した可能性が

挽

水田第2面 (12層)では力‐Eがグル 勒 蕩とも家 検出され乱 擢彰魁鬱林め産状は、堆積物鞄めたりに釦

親碑物的酸体含量は極端に減少し、水田第1面・第3面。141eの 中で最も少なヤもなお、栽培種のイネ属イ謝鱒赫田胞珪酸

体のみが検出され、その検出量はDて 少/FV、 以上のよう翻 防 の産状から、調査地鯛 辺ではオ¢翔グサ科な

どの車本植物が分布す0釉頴骸つたと考え聴 。当層は、発掘調蔭時の所ル ち水田層とされ3る が、今回の植物

化石の自願 ち腋稲伸勿降翻勲 つ亀
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水田第1面 (9層)の草本花粉は、水田第2面と同様にオEリグサ科の検出量が宿齢陸上回り、ガマ属が検出され乱 一

方、的 は、水田第2面に比脚 含量は増加し、栽滞種のイネ属、承 キ属RDHブナ射 属を含むウシク

サ族、さらに、ヨシ属υ ケ亜科などが検出されれ なお、水田跡検出mち イ瀬 シ属の値物遺体やカリ グサ科の果実、

水田畦畔上からイ諄 キ属の植物遺体などが検出さい ヽ s以上のようメ封馘勿イ師 や植物遺体の産状から、調麿地点

周辺ではカヤツジグナ科ヴ係キ属などが分布しており、また湿地にガマ属・ヨン属などが生育していたと考えb″仇 なお、

栽清種のイ莉訂獣 田第2面と同様に機動細胞珪酸体のみが検出さ

'骸

3が、その検出量は少なくホ薗勿イ膵 の醐 ちは

稲作の状況秒覧証することはミ なヤ、なお、餞 された植物遺体は、種実で択 塊茎蝶 れ亀 麟 まどの恨茎類

はデンプン質に富むため、古く力毛塀郵され、食用IttU用されてコ蜜山本,4つ。今回出土し,聖准整には、人イ強 つて利

用されわ虞跡は認め舗 N＼が、食用利用の可能り あ乱

7層力ち検出された革
～
謁鈴は、水田第1面と同様19粛ツジグサ科が多産呟 差 属〔研曽力け

~る
傾向が認め転 この

こ渤ち、水田第1面とほぼ同様な種類が生育し
‐Q玖二と考え稲 。なお、イネ科花粉の出現率を%牌 であ乱 植物

珪酸体の産状蓉貯×之要戊度が、周辺力yネ科草本類を主般 じ3ヽ勅 つたと考え萌笠筵渤ち、調査地鯛 辺で

稲作が行われ3ヽた可能性を指摘することイ飛 なし、

以上、朝 瞬駅却勒魁鬱体の動 ち、水田利用勘 辺地 変遷に関す莉錆覗イめ亀 その結果、水田第

3面では、機動細胞遊酸体の中くムふ が最も家 検出されるこ渤 ち、稲作力締 れQ北 と考え吸

“

亀 そのイネ属機

動 唾 量は地あたり22001Mであ乱ここで、       において水田検記を行)加飲イ胸 鵬

酸体の個数が聰あたり50004Mね骸えれば、水田耕作土として利用していたJttdし 0ヽ×勁可が多い0弱勘線洸殉所,1993;

1994FFD。 水田第3面におけみ宿準期國瀬胞陛酸体含量は約22001M/営も り、上記に示した数値よをお低い含量で湧

。この点については、稲藁堆肥ド靡研ヴ勲bた、農耕期間乃鴻訪つたなど隊々な要因I戴こつて堆積物中にイネ属植物珪

蜘 澄功搭§蕊 b注 隆 反映けQると考え転

一方、水田第2面。第1面では、栽培種のイ刑同の検出量がわずかであり、水田利用、特に稲作の状況を険証しうる資料

鵜 ことがでぎ節bれ ただ呟 当調査地点の略債物の状況を考慮すると、本遺跡で検出された水田面の難 には、ラ

ミナの発達する砂層やシルト層が増積じQ左 渤ち、常t朝)ヽ十氾濫の影響を受|ガとり、冠水するような後背湿地的な乗

境イ司弦)たことが推測剖笠党特に、1準雪と水田第1面の測定年代値を考慮すると、極めて短期間に堆積物が供給された、

すなわち堆積速度が速いことが窺われ乙 その沙 、141eと水田第1面の間に認め斃 水田第2面は、れ 四晦瞭物の影

響I可【つて耕作期間が極めて短く、花粉化石中 ネ属植物珪酸体の還元が少怒 、稲作等の周跡カミ警廣することな

く水田が埋没じ注 於 、こ約引可
'I胆

濫等イ改 って水田面表層が削剥剖げ士ヤめた要因が推測され乱 難 、紛 師

においてカギ刀グサ科が多産じ
‐Q×たと務 慮すると、務 以外の植物体が家 生育じ

‐Q荒ために稲作の笠 陛が低

力めた可能脇 考え眺

今後は、水田の生産性に関する錦 ため、水田面を平面的に分析調査わ 必要が筋 、辻 、本遺助を含め、周

辺の遺跡の堆積物について詳細樹観碧暫れ 、ヽあらため帥 たヤ屯

(31周辺植生

前項では草本花粉や植物畦酵体の動 ち低地の値生や稲作の状況につい

"★
曳一方、花粉分析結果か

らは、本遺跡周辺でイbl― 生育し3ヽな坐力沸儀整れ為 魏 の木本類は、一般的に高木障 あり、助 お風I酎三つ

て花粉を散布する瞳類であ乱 うp夕靭餌И は、堆積物中Iひ碗如鱗学宇に取り込調呟筵とが然 、そ脇 の消長が時間

的・空間的に対比することができ為 リコミつて、勲 産状は、局地的森値生だけでなく、広域的森値生益 反

映す乱 主 では、木本花紛の出現傾向I攀 、遺跡周辺の森林植生についで時翰暫う。

水田第3面増債時期の上窪遺跡周辺の森琳蒲赫湘遊しては、針葉樹のツガ属・三ミ属・マツ属・スギ属、落葉広葉樹のク

マンデ属―アサダ属。ブナ属・コサラ亜属・ニレ属―ケヤキ属、常緑広葉樹のアカガン亜属などが考え聴 。こ肪 の種類

-24-



の中でアカガシ亜属は、暖温帯中 主要構成要素で筋 こ渤ち、低地部を中心に分布してい継 考え研%
。辻 、後背山地には、温帯性針葉樹のモ討謙ツガ属・スギ属、落葉広葉樹のクマシデ属―アサダ属・ブナ属・コ

"亜
属

などか粥 腱 れる森林が存在していた激縁装帥る。ヨしらの種類の中で高率に産出するツガ属は、土地的条件の悪い

場D職にも生鰤 渉%】切ち 当ヽ該期には後背山地だイナgК、扇状地周辺イ乳分布じQ咤可能脇 あ乱

その後、1韓雪力ち水田第2面・水田第1面、さら1こ、7層と時代が新しくなるにつれて、→ 属イ理 力順 向を示呟 広葉樹の

コ

"亜
属やアカガシ亜属が減少す諏 向が認めら務 。→ 属は極端除囲 であり、植生ん潮甥された後にと入する先

駆植物の代表的な餞績C政仇水田第3面の時期に、水田助など人間活動の痕跡が認め眺 点拷 慮すると、その後の

0属 の増加す孤 向は、周辺植生に紺する人間の干渉が著しくなり、周辺地麟�やツニ次林が増加・拡大し,tiとを反

映♭●る可能陶 ミぁれ

甲府斜綱脚 に位置する甲府市桜井町の力昭動猟は、平安時代の層準でス刊同・イ翔 ―イが ヤ科一り 千科・コ

"亜
属が多産す抑 が得靭

「

Qる餘 木,1996)。 辻 、人ヶ岳南麓に位置する北曰事部長頻町の柳坪遺跡で

は、平安時代頃1こスギ属・イテイ科―イガ ヤ科―ヒノキ科が多産し、その後I騨ナラ亜属が増加・多産する花粉化石群集

の変化が捉え槻ιQヽる0リノ・サーヴェれ箱耗鋼臨 19861。 珈 らの組成は、本遺跡とはやや賂 。訛 、御躙 ll扇

状地南端部郡割胡 |イ 敬 って協蜂 れた複合扇状地が接す錫 所に位置する甲西町油田遺跡では、弥生時代～平安時

代と鶏 準においてミ 属・ツガ属などが多産す莉能集が認められており0ツノ・サーヴ‐椅符ミ
`割

生 1971、 本遺跡と

類似す掛助避かつ
‐0れ このよう的 の違しWま、地域的継 の逢 反映しでrるとみ聴 。今後は、勤 明

辺地域における資料を収集し、これらを層位学的に対比暁 らに地域的な比較することで、地域的な値生について明らか

tO在とが笙 る雖 れ乙
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図版 1

全景 (西か ら)

2.足跡全景 (南から)



図版2

3.ひぴ跡 (南から) 4.大畦畔 (西 か ら)

5.水口 (水 田②③境)
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6.足跡検出状況

7 雁行状のひび割れ (水 田⑨) 8 地震によりずれた畦畔 (水 田③⑫)

9.ひび割れ断ち割り (1) 10.ひび割れ断ち割り (2)



11 下層調査 (ltr) 下層調査 (6tr)

13 下層調査 (7tr) (7tr 第3面確認状況)

15 調査区西を試掘 した際、検出した畦畔
(上窪遺跡3 13tr拡 張部分 )

16 調査区南を試掘 した際、
(上窪遺跡5 9tr)

下層調査

検出した畦畔

爾
‐
予鷲

二
=♂

ri震

18 調査風景17 黒色腐植土 (試掘調査時に採取 )
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